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令和 3年度 関西医療大学 入学試験問題 解答 ［一般前期Ｂ日程］ 

数学Ⅰ・数学Ａ 

 

 

 

Ⅰ． （１） 
√7

8−√42
−

2√6

3+√42
=

√7(8+√42)

(8−√42)(8+√42)
−

2√6(3−√42)

(3+√42)(3−√42)
 

  =
8√7+7√6

64−42
−

6√6−12√7
9−42

 

  =
8√7+7√6

22
+

2√6−4√7
11

 

  =
11√6

22
=

√6
2

 

答 
√6

2
 

（２）𝑎 =
√7−1

2
より 2𝑎 + 1 = √7 

平方して 4 で割ると𝑎2 + 𝑎 =
3

2
 

   となる。これより 

                       𝑎2 + 𝑎 + 1 =
5

2
 

 

 𝑎4 + 2𝑎3 + 𝑎2 = 𝑎2(𝑎2 + 2𝑎 + 1) 

 = 𝑎2(𝑎 + 1)2 

 = {𝑎(𝑎 + 1)}2 

 = (
3
2

)
2

 

 =
9
4

 

答 𝑎2 + 𝑎 + 1 =
5
2
，𝑎4 + 2𝑎3 + 𝑎2 =

9
4

 

  



（３）  𝑥2 − 𝑥 − 1 < 0 

 𝑥2 − 𝑥 − 1 = 0とすると，解の公式より，𝑥 =
1±√1+4

2
=

1±√5
2

 

  
1−√5

2
< 𝑥 <

1+√5

2
 

   𝑥2 + 𝑥 − 2 > 0 

  (𝑥 + 2)(𝑥 − 1) > 0 

  𝑥 < −2，1 < 𝑥 

 よって， 

  𝐴 ∩ �̅� = {𝑥|
1−√5

2
< 𝑥 ≦ 1} 

  𝐴 ∪ 𝐵̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅ = {𝑥| − 2 ≦ 𝑥 ≦
1−√5

2
} 

 

答 𝐴 ∩ �̅� = {𝑥|
1−√5

2
< 𝑥 ≦ 1}，𝐴 ∪ 𝐵̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅ = {𝑥| − 2 ≦ 𝑥 ≦

1−√5
2

} 

 

 
 

Ⅱ． （１）  𝑓(𝑥) = 𝑥2 + (𝑘 − 3)𝑥 − 3𝑘 

  = (𝑥 +
𝑘−3

2
)

2

− (
𝑘−3

2
)

2

− 3𝑘 

  = (𝑥 +
𝑘−3

2
)

2

−
𝑘

2
+6𝑘+9

4
 

 最小値は𝑥 = −
𝑘−3

2
のとき−

𝑘
2

+6𝑘+9
4

であるから， 

  −
𝑘

2
+6𝑘+9

4
= −1 

  (𝑘 + 3)2 = 4 

  𝑘 + 3 = ±2 

  𝑘 = −1，−5 

答 𝑘 = −1，−5 

  



（２）  𝑥2 + (𝑘 − 3)𝑥 − 3𝑘 < 0 

  (𝑥 + 𝑘)(𝑥 − 3) < 0 

 −𝑘 < 3つまり𝑘 > −3のとき，−𝑘 < 𝑥 < 3 …① 

 −𝑘 > 3つまり𝑘 < −3のとき，3 < 𝑥 < −𝑘 …② 

 𝑓(𝑥) < 0を満たす整数 xがただ 1 つ存在するような定数 kの値の範囲は， 

 ①のとき，1 ≦ −𝑘 < 2より，−2 < 𝑘 ≦ −1  𝑘 > −3より適する。 

 ②のとき，4 < −𝑘 ≦ 5より，−5 ≦ 𝑘 < −4  𝑘 < −3より適する。 

 よって，−5 ≦ 𝑘 < −4，−2 < 𝑘 ≦ −1 

答 −5 ≦ 𝑘 < −4，−2 < 𝑘 ≦ −1 

（３） (ⅰ)軸𝑥 = −
𝑘−3

2
<

5
2
つまり𝑘 > −2のとき 

   1 ≦ 𝑥 ≦ 4における最大値は，𝑥 = 4のときにとるので， 

    𝑓(4) = 42 + (𝑘 − 3) × 4 − 3𝑘 = 3 

       𝑘 = −1 

    𝑘 > −2より適する。 

 (ⅱ)軸𝑥 = −
𝑘−3

2
≧

5
2
つまり𝑘 ≦ −2のとき 

   1 ≦ 𝑥 ≦ 4における最大値は，𝑥 = 1のときにとるので， 

    𝑓(1) = 12 + (𝑘 − 3) × 1 − 3𝑘 = 3 

      𝑘 = −
5
2

 

   𝑘 ≦ −2より適する。 

 よって，𝑘 = −1，−
5
2

 

答 𝑘 = −1，−
5
2

 

 

 

 

Ⅲ． （１） 接弦定理より，∠PAB=∠BCAだから，△ABC について余弦定理より， 

  cos ∠PAB = cos ∠BCA 

  =
5

2
+9

2
−6

2

2×5×9
=

70
2×5×9

=
7
9

 

答 cos ∠PAB =
7
9

 

  



（２） △APC∽△BPAだから， 

  AP:BP=AC:BA=9:6=3:2 

 AP=xとおくと，BP=
2
3

𝑥 

  PC:PA=3:2 

  (
2
3

𝑥 + 5):𝑥=3:2 

  3𝑥 =
4
3

𝑥 + 10 

  
5

3
𝑥 = 10 

  𝑥 = 6 

 よって，AP=6 

答 AP:BP=3:2，AP=6 

（３）  BP=
2

3
× 6 = 4 

 メネラウスの定理より， 

  
AD

DC
×

CP

PB
×

BE

EA
= 1 

  
3

6
×

9

4
×

BE

EA
= 1 

  
BE

EA
=

8

9
 

 よって， 

  AE=
9

17
AB=

9
17

× 6 =
54
17

 

答 AE=
54
17

 

 

 

 

  



Ⅳ． （１） 12 枚から 3 枚のカードを取り出す方法は， 

  12C3=
12×11×10

3×2×1
= 220〔通り〕 

 どのカードも 4 以下となるのは，4 以下の 8 枚のカードから 3 枚取り出せ

ばよいので， 

  8C3=
8×7×6
3×2×1

= 56〔通り〕 

 よって，求める確率は， 

  
56

220
=

14

55
 

答 
14

55
 

（２） 3 枚のうち 2 枚は 1 のカードになるので，残りの 1 枚は 1 以外のカードの

10枚から選べばよい。 

 よって，求める確率は， 

  
10

220
=

1

22
 

答 
1

22
 

（３） 異なる数字の組合せは，6C3=20〔通り〕 

 それぞれの数字は 2枚ずつあることから，異なる数字が出る場合の数は， 

  20×23=160〔通り〕 

 よって，求める確率は， 

  
160

220
=

8

11
 

答 
8

11
 

（４） 同じ数字のカードが 2 枚含まれている確率は，（３）の余事象なので， 

  1 −
8

11
=

3
11

 

 同じ数字のカードが 2 枚含まれているかつ 3 枚の数字の和が 12 となるの

は， 

  (3，3，6)，(5，5，2) 

の 2 パターンがあり，同じ数字ではないカードの選び方がそれぞれ 2 通りあ

るので，合計 4 通りである。この確率は， 

  
4

220
=

1

55
 



 よって，求める確率は， 

     

1

55
3

11

=
1

15
 

答 
1

15
 



令和 3年度 関西医療大学 入学試験問題 解答 ［一般前期Ｂ日程］ 

化学基礎 

 

 

 

１． 問１ （２），（４） 問２ （３），（５） 

問３ （４）  問４ （２），（４） 

問５ （３），（４） 

 

 

 

２． 問１ メタン CH4のモル質量は，12+1.0×4=16〔g/mol〕 

4.0gのメタンの物質量は，
4.0

16
= 0.25〔mol〕 

答 0.25mol 

問２ 22.4×0.25=5.6〔L〕 

答 5.6L 

問３ 6.0×1023×0.25=1.5×1023〔個〕 

答 1.5×1023個 

 

問４  

 

 

  

CH4   O2      →      CO2   CO   H2O 

0.25    [2×(0.25-X)+X+0.5]/2       0.25-X   X       0.5    

 

問１より CH4は 0.25〔mol〕であるので、CO を X〔mol〕とすると、CO2は(0.25-

X)〔mol〕、H2Oは 0.5〔mol〕になる。以上より O2は[2×(0.25-X)+X+0.5]/2〔mol〕

になる。燃焼に使われた酸素の物質量は 8.96/22.4=0.40〔mol〕であるので、 

[2×(0.25-X)+X+0.5]/2=0.40より、X=0.20〔mol〕になる。 

生成した CO の 0℃、1.013×105 Pa での体積は 22.4×0.20=4.48〔L〕 

                                                          答 4.5 L 



３． 問１  

 

 

問２ 電子親和力 

問３ イオン結合 

問４ 強熱して，液体にする。 

問５ スクロースは非電解質で，水に溶けてもイオンに分かれずに分子のままでい

るから。 

 

 

 

４． 問１ 気体 Aの物質量は，
5.2

22.4
molである。この質量が 6.5gであるから，分子量は， 

 6.5 ÷
5.2
22.4

= 28 

答 28 

問２ （４） 

問３ 二酸化イオウは水に溶けやすいから。 

 

 

 

５． 問１ 硫黄 

問２ I2 

問３ I2+2e-→2I- 



令和 3年度 関西医療大学 入学試験問題 解答 ［一般前期Ｂ日程］ 

生物基礎 

 

 

 

Ⅰ． 問１ Ａ ② Ｂ ① Ｃ ③ 

問２ ａ ⑥ ｂ ④ ｃ ⑤ 

   ｄ ③ ｅ ① ｆ ② 

問３ ④，⑥ 

問４ ①，③ 

 

 

 

Ⅱ． 問１ 抗原 

問２ （１） ア 

   （２） 反応：二次応答（または二次反応）  

予防法：予防接種（またはワクチン） 

問３ Ｃ 

問４ ウ 

問５ Ｂ細胞 

 

 

 

Ⅲ． 問１ （ア） 血しょう （イ） 造血幹 

   （ウ） ５５ （エ） タンパク質 

問２ （１） 肝臓，ひ臓 （２） 炭酸水素イオン（HCO3－） 

問３ （１） ③ （２） ⑥ 

問４ トロンビン 

問５ 肝臓 



令和 3年度 関西医療大学 入学試験問題 解答 ［一般前期Ｂ日程］ 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ・英語表現Ⅰ 

 

 

 

Ⅰ． １． （１） b） （２） d） （３） a） 

   （４） c） 

２． （イ） c （ロ） a （ハ） d 

   （ニ） e （ホ） b 

３． ［Ａ］ the melting polar ice sheets are responsible for a third of all 

sea level rise 

［Ｂ］ Every centimeter of sea level rise leads to coastal flooding 

and coastal erosion 

４． ［Ｃ］ 何が氷の消滅につながっているかについては，南極の流出氷河が海  

によって溶かされ海面が上昇しており，それがさらに氷河の流出を加

速させているのである。 

 

 

 

Ⅱ． （１） ① （２） ② （３） ② （４） ② （５） ④ 

（６） ① （７） ④ （８） ③ （９） ② （１０） ④ 


